





Kitaro Nishida's philosophie : die gewohnheit
und die seele, die ist der Korper, der korper,

































































































































































































































































































































バークレーのいった様に真に有即知 esse ＝ percipi である。［中略］［しかし］又
バークレーの有即知といふのも余の真意に適しない。直接の実在は受働的の者でな
い、独立自全の活動である。有即活動［esse est agere］とでも云った方がよい 
13
。




















est percipi）を「存在するとは働くことである」（有即活動：esse est agere：
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である」というのはもちろんのこと、
「存在するとは働くこと































このように、『善の研究』における esse est agere という命題の含蓄は、後





さらに、esse est agere とは esse est agere et agi（To be is to act and be 
acted : 存在するとは働き働かれること
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である）ということ、すなわち esse 
est creare とは esse est creare et creari（To be is to create and be created 
: 存在するとは作り作られること































schaffende -geschaffende -Welt -sein）、あるいは、「作りつつ作られつつある


































pression）に「受動的印象」（impressions passives―sensations proprement 
dites）と「能動的印象」（impressions actives―perceptions）とがあると言






















































































































































































































































































れる」（creare et creari）というより、「働かれて働く」（agi et agere）、「作
られて作る」（creari et creare）のである。能動と受動の主体が逆転する。
たとえば、私が或る風景をカメラで撮ろうとする行為は、その風景によって
唆されて生じる。もちろん私がその風景の中に美しさを見ることなしにただ通
り過ぎるだけであれば、そのような行為は生じないであろうから、この意味で
は行為の意志は「私から」、と言えないことはない。しかしそもそも風景に出
会うことなしには美しさを見出すことなどできない。「出会う」ということは
私の意のままになることではない。他者によって出会われなければならない。
「出会う」ということは「出会われる」ということ、すなわち他者が私に「出
会う」ということである。「出会われる」ということがなければ「出会う」と
いうこともないであろう。西田流に言えば、「出会う」ということは「出会わ
れる」ということである。出会われたものによって動かされて動き、そして動
かす。私があなたに出会い、あなたによって動かされて愛し、そして出会われ
たあなたによって私は愛される。この意味で、「行為・制作」は「私から」始
26　同巻、三三五頁。
（ 24 ）
まるのではなくて「物・世界から」始まると言わなければならない。西田は、
「私が物になり、物が私になる」とも、また「物が私になり、私が物になる」
とも言うが、これら二様の表現は、ただ「私」と「物」との、主語と述語との
先後を入れ換えて同じ意味を言い表したものというのではない。そこには立場
の徹底ないしは転回がある。物ないしは世界の立場にどこまでも徹底していけ
ば、「私が物になり、物が私になる」というよりは「物が我を唆す、我々を動
かすのである」、「物が我となり、我が物となる」という表現にならざるをえな
いであろう 
27
。
西田は「作られたものから作るものへ」という表現をも使うが、これは、私
は世界から作られたものであり、作られたものとしての私は作るものとなって
世界を、そして結局は自己を作ってゆくということを意味している。しかる
に、この作られて作るものとなった私が作るという行為へと駆り立てられるの
は、またしても物・世界によってである。われわれは行為・制作しようと意志
するが、じつはこの意志は自己から生じるのではなくて、他者（物・世界）か
ら喚起されるのである。行為・制作は、「意識的自己」ないしはデカルトのあ
の「コギトー（思考する精神）としての私」からではなく「身体としての私」
から生じる。行為・制作への意志は「コギトーとしての私」のみの世界では生
27　もっとも、究極的には、「私が物になり、物が私になる」ということと「物が我となり、我が物
となる」ということとは、同一の事態の両面性を表現したものということになるであろう。要する
に、西田哲学においては、絶えず視点の反転がある。自己から他者を見ると同時に他者から自己を
見る。「こちらから」ということは同時に「向こうから」ということであり、「向こうから」という
ことは同時に「こちらから」ということである。「働きかける」ということは同時に「働きかけられ
る」ということであり、「働きかけられる」ということは同時に「働きかける」ということである。
私からみて「出会う」ということは、他者からみれば「出会われる」ということである。「出会う」
とは「出会われる」ということ、「出会われる」ということが「出会う」ということなのである。
「出会われる」ということをすでに含んでいないような「出会う」ということはありえない。言い
かえれば、他者の存在を前提しないような自己の経験はありえない。要するに、「出会う」という
ことと「出会われる」ということとは同一の「できごと」の両方向なのである。「甲からいえば、
乙が自己において表現せられるものとして、自己において乙を表現する、即ち乙を主語としてこれ
について術語する、乙を対象としてこれについて判断すると考える。しかし此に、いつもその逆が
含まれていなければならない。右の如くいうことは、また甲が乙において表現せられ、乙の自己表
現の一観点となることである。故に私はいつも物となって考え、物となって行うという。私と物と
は、矛盾的自己同一的に相対するのである」。第十一巻、「場所的論理と宗教的世界観」三八一頁。
（ 25 ）
じようがないであろう。それは他者から唆されてはじめて身体としての私のう
ちに生じるのである 
28
。そして西田はさらに徹底して、究極的には、「世界から
世界を見る」と言うまでに到る。これはどういうことであろうか。
西田は、第七巻「弁証法的一般者としての世界」において次のように言う 
29
。
多くの人々は、先ず相対立する内界と外界、主観界と客観界というものを考え、か
かる両界の相互限定として現実の世界というものを考える。しかしかかる対立的世
界が固
もと
、独立に存在するのではなく、かかる両界はいつもこの現実の世界の両方向
として、この現実の世界から考えられるものでなければならない。
この現実の世界は、内界と外界、私と物とが相対立するものとして独立に存
在し、それらが相互限定しあう世界と見られるべきなのではなくて、逆に、内
界と外界、私と物とは矛盾的自己同一の世界（西田はこれを「弁証法的一般者
としての世界」と呼ぶ）の自己限定として、この現実の世界の両方向として見
られなければならないというのである 
30
。すなわち、「行為・制作」、「行為的・
制作的身体」、「行為・制作への意志」と、その身体を唆し、行為・制作への意
志を喚起する「物」とは弁証法的一般者としての世界、言い換えればそれらが
ともにそこに「おいてある場所」の自己限定の両方向と考えられるべきだとい
うのである 
31
。西田は、ラヴェッソンの「習慣論」について、「それは歴史的世
界の実在性とまでに考えるものではない」と評したが、これは、ラヴェッソン
などには、「世界から世界を見る」ということ、すなわち内界と外界、あるい
は私と物とがともに「それ」の両方向であるような世界、つまりすべてがそこ
28　西田においては本来「意志の自由（意志は自由かどうか）」ということは問題にならない。自由
ということは意志の問題ではないと言ってもよい。心身一如の私が動かされ動かす、作られ作ると
いう場面では、もともとその私は自由の状態にある。
29　同巻、「弁証法的一般者としての世界」三一七頁。
30　西田の言いたいことを心身関係に即して言えば、この現実の私は、精神と身体とが相対立するも
のとして独立に存在し、それらが相互限定しあう私と見られるべきなのではなくて、逆に、精神と
身体とは矛盾的自己同一の私（いわば「弁証法的特殊者としての私」）の自己限定として、この現
実の私の両方向として見られなければならないということである。
31　註18参照。
（ 26 ）
からそこへであるような「弁証法的一般者としての世界」から自己と物の世界
を見るという視点が欠けているということであろう。
